


A/B/C社
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Specimen X-ray analyses
A

B

C

2



A社

33



B社

44



C社

55



A/B/C社

6

Specimen 3D CT analyses
A

B

C

6



A社

77



B社

88



C社

99





A/B/C社

11

Sample SEM analyses
A

B

C

Positive electrode Negative electrode



A社

12

Element Wt% At%
O 54.99 67.33
Al 45.01 32.67

Element Wt% At%
C 12.49 20.88
O 27.46 34.45
Al 60.05 44.67

Positive
electrode

Negative
electrode



B社

13

Element Wt% At%
O 55.86 68.09
Al 44.14 31.91

Element Wt% At%
O 21.93 32.15
Al 78.07 67.85

Positive
electrode

Negative
electrode



C社

14

Element Wt% At%
O 54.84 67.20
Al 45.16 32.80

Element Wt% At%
C 22.67 34.37
O 29.00 33.01
Al 48.33 32.62

Positive
electrode

Negative
electrode
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• 三つの電解キャパシタに対し比較評価として環境試験（高温、低温、高温高湿、熱衝撃、
サーじ試験）、内部構造分析を⾏った。

• 内部構造と重要な部品の素材特性（造成等）は差がない。
• 三つの製品の中でC社の製品は高温、高温高湿、サージ環境に相対的に弱い
• B社の製品は低温と熱衝撃環境に相対的に弱い
• 高温試験によるCapacitance の変化はA社が一番小い。（A、B、C順に変化が大きい）
• 低温試験によるCapacitance の変化はA社が一番小い。（A、C、B順に変化が大きい）
• 高温高湿試験によるCapacitance の変化はB社が一番小い。（B、A、C順に変化が大きい）
• 熱衝撃試験によるCapacitance の変化はA社が一番小い。（A、C、B順に変化が大きい）
• サージ試験によるCapacitance の変化はB社が一番小い。（B、A、C順に変化が大きい）

※KETI 試験結果考察



KETI試験結果のまとめ考察

1. 試験サンプル製品仕様詳細

Sampl
e

Capacitanc
e

(μF)
Rated

voltage 
(VDC)

Capacitance
tolerance

(%)
(@120 Hz, 

20 °C)

Diameter
housing
(mm)

Length
(mm)

Lifetim
e

(hr)
Operation 

Temp.
(°C)

A 10 50 ±20 5 11 5,000 -40 ~ +105
B 10 50 ±20 5 11 5,000 -40 ~ +85
C 10 50 ±20 5 11 5,000 -55 ~ +105



KETI試験結果のまとめ考察

2. 試験結果比較

※補足

各種試験では、リーク電流を測定していない。そのため、結果は全て問題なしとなっ

たと推測する。

<測定: 容量、tanδ、ESR のみ>



KETI試験結果のまとめ考察

3. 試験結果考察

①相対比較してニチコン製品の変化が大きいについて

各種試験でもニチコン製品の容量変化は最大で3.2％であった。この数値は規格の20％で

あり問題とは言えない。比較する事は疑問である。

②高温負荷試験

この試験が実施されていない。よって、真の製品性能実力は判断出来ない。

③Samwha製品について

2010年に米国にて大きな品質問題を起こした(Samsung TV)。その後、抜本的な品質改善

していると推測される。


